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概  要 

 

ステンレス鋼の主要な構成元素であるクロム（Cr）は、地球資源的に稀少であ

り、貴重な金属元素である。21 世紀には、Cr を節約したステンレス鋼の開発

が不可避になると考えられる。そこで、Cr の代替元素として資源的に豊富な

Al と Si に着目し、耐食性に優れた新しい省資源型ステンレス鋼を提案した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

Fe–10Cr 合金に３mass%の Al および Si を添加した Fe-10Cr-3Al-3Si 合

金は、従来の 12Cr ステンレス鋼と同等以上のアノード分極特性および孔食特

性を示し、Cr を低減しても良好な耐食性を示すことが判明した。さらに、Mo

を添加すると 18Cr ステンレス鋼に匹敵する耐食性が得られた。 

本技術の 

有用性 

新しい省資源型ステンレス鋼として、Fe-10Cr-3Al-3Si 合金および

Fe-10Cr-3Al-3Si-1Mo 合金が挙げられる。このように、貴重な元素の代替

として資源的に有利な元素を利用した省資源型材料を提案することで、地球資

源の節約ならびに地球環境の保護に対して有効な貢献ができることが期待さ

れる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

Fe-10Cr-3Al-3Si 合金の深さ方向に対す

る各元素の分布状態を左図に示す。皮膜表

面近傍に Al および Si の濃縮が認められ、

特に Si は多量に濃縮している。この皮膜構

造が耐食性の保持に起因している。  

 

適用可能製品 
耐食性の要求される箇所に対して、現在使用されているフェライト系ステンレ

ス鋼の代替品として、本材料の適用が期待される。 
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省資源型ステンレス鋼 

Cr 元素を低減し耐食性に優れた新しいステンレス鋼 
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